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北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
昭
和
五
九
年
九
月
一
四
日
(
金
)
午
後
一
時
半
l
五
時

「
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
政
権
と
行
政
諸
改
革
」

報

告

者

パ

リ

第

二

大

学

教

授

プ
ノ
ワ
・
ジ
ャ
ン
ノ
l
氏

(
同
凶
伶
ロ

O
W
H
o
m凶
ロ
ロ
A
W
E
H
)

通

訳

中

村

陸

男

氏

坪
井
善
明
氏

出

席

者

二

O
名

B
-
ジ
ャ
ン
ノ

i
教
授
は
、
北
大
法
学
部
の
招
聴
に
よ
り
、
昭
和
五
九
年

九
月
九
日
か
ら
一

O
月
六
日
ま
で
札
幌
に
滞
在
、
法
学
部
の
仏
法
、
政
治
学

関
係
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
「
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
に
お
け
る
公
法
等
の

進
化
と
変
化
」
お
よ
び
日
本
の
関
連
問
題
と
の
比
較
を
テ

1
7
と
す
る
一
連

の
共
同
研
究
・
講
演
会
を
行
な
い
(
後
述
て
ま
た
、
京
都
、
東
京
で
も
講

演
会
が
実
施
さ
れ
、
一

O
月
一
四
日
離
日
帰
国
さ
れ
た
(
日
本
学
術
振
興

会
、
文
部
省
科
研
費
総
合
研
究
倒
の
援
助
に
感
謝
)
。
同
教
授
は
、
元
ポ
ワ

チ
エ
大
学
教
授
、
法
学
部
長
、
学
長
を
経
て
、
現
在
パ
リ
第
二
大
学
教
授
で

あ
り
、
憲
法
・
行
政
法
・
政
治
学
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
本
講
演
は
、

右
一
連
の
共
同
研
究
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
一
九
八
一
年
五
月
の
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
選
出
以
後
、
憲

法
上
の
変
化
が
あ
り
、
経
済
機
構
お
よ
び
行
政
上
の
大
改
革
を
行
な
っ
た

が
、
そ
の
う
ち
、
行
政
改
革
が
も
っ
と
も
堅
実
な
核
と
し
て
今
後
長
く
影
響

を
残
ず
で
あ
ろ
う
。
改
革
の
第
一
の
も
の
は
、
地
方
分
権
で
あ
り
、
県
知
事レ

ジ

は
廃
止
せ
ら
れ
「
共
和
国
委
員
」
が
こ
れ
に
代
り
、
市
町
村
会
、
県
会
、
地

オ
ン域

の
権
限
が
増
大
し
た
。
第
二
に
、
公
役
務
の
民
主
化
が
あ
り
、
高
級
官
僚

養
成
校

(
E
-
N
-
A
)
の
入
学
基
盤
が
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
公
役
務
の
管
理
運

営
に
闘
の
代
表
と
使
用
者
の
ほ
か
、
職
員
な
い
し
利
用
者
達
が
直
接
普
通
選

挙
で
代
表
を
送
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た
。
社
会
主
義
者
達
が
目
指
す
い
わ
ゆ

る
「
新
し
い
市
民
性
」
の
実
現
の
試
み
で
あ
る
。
第
三
の
も
の
は
、
諸
自
由

を
よ
り
よ
く
保
護
す
る
制
度
改
革
で
、
死
刑
や
特
別
裁
判
所
の
廃
止
等
々
が

あ
る
。
〈
こ
の
講
演
と
基
本
的
に
同
じ
内
容
を
、
一

O
月
一
一
日
東
京
の
日

仏
会
館
で
講
述
さ
れ
た
。
そ
の
邦
訳
「
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
政
権
の
経
験
と

行
政
上
の
大
改
革
」
(
深
瀬
)
は
、
日
仏
渋
学
会
の
機
関
誌
「
日
仏
法
学
」

一
九
八
五
年
三
月
刊
に
収
録
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
れ
を

参
照
さ
れ
た
い
。
)

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
市
町
村
の
数
が
三
万
六
千
と
基
礎
的
に
変
ら

な
い
の
は
「
伝
統
的
自
由
」
に
フ
ラ
ン
ス
人
が
固
執
し
て
い
る
か
ら
で
あ
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報

り
、
地
方
分
権
に
つ
い
て
社
会
党
政
権
は
当
初
非
常
に
熱
心
で
あ
っ
た
が
市

町
村
会
・
県
会
選
挙
で
次
々
と
敗
北
し
た
情
勢
の
推
移
に
伴
い
現
在
鴎
路
が

み
ら
れ
る
、
英
仏
の
地
方
分
権
の
状
況
が
相
互
に
接
近
す
る
傾
向
に
あ
り
、

地
方
公
共
団
体
の
長
が
設
備
施
設
の
充
実
の
た
め
大
幅
な
自
立
性
を
も
も
う

る
よ
う
に
な
っ
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
に
つ
い
て
は
な
お
欠
乏
状
態
に

あ
る
が
一
括
し
て
地
方
公
共
団
体
に
財
源
が
配
分
さ
れ
具
体
的
施
策
の
選
定

は
地
方
が
行
な
い
う
る
よ
う
に
な
っ
た
等
、
従
来
の
パ
リ
へ
の
集
権
か
ら
地

方
分
権
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
向
う
端
緒
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
、
教
授
は
評
価

さ
れ
た
・
・
・
。

一
連
の
日
仏
共
同
研
究
と
し
て
は
、
「
フ
ラ
ン
ス
第
五
共
和
制
に
お
け
る

憲
法
的
・
政
治
的
変
化
」
〈
九
月
一
一
一
一
日
。
邦
訳
〈
深
瀬
〉
は
、
「
ジ
&
リ
ス

ト
」
一
九
八
四
年
二
一
月
一
五
日
号
参
照
〉
、
「
左
翼
の
政
権
獲
得
以
降
の
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
経
済
的
変
貌
」
ハ
九
月
二

O
日
。
瀬
川
信
久
訳
、
北
大
法
学

論
集
掲
載
予
定
〉
、
「
プ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
外
交
お
よ
び
防

衛
政
策
」
(
九
月
二
九
日
。
深
瀬
訳
、
北
大
法
学
論
集
三
五
巻
五
号
掲
載
〉
、

「
日
本
の
一
九
人
三
年
総
選
挙
と
自
民
党
の
内
部
危
機
」
(
九
月
一
七
日
。

荒
木
俊
夫
報
告
、
坪
井
通
訳
〉
、
「
日
本
の
通
産
省
と
行
政
改
革
」
(
九
月
二

六
日
。
伊
藤
大
一
報
告
、
深
瀬
通
訳
)
、
「
日
本
の
最
高
裁
判
所
の
違
憲
審
査

に
お
け
る
建
設
的
解
釈
方
法
」
ハ
九
月
二
八
日
。
中
村
陸
男
報
告
、
通
訳
)

と
い
っ
た
、
イ
ン
テ
ン
シ
ブ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
本
共
同
研
究
は
、
二
年
間

に
わ
た
り
続
け
ら
れ
、
日
仏
の
比
較
に
よ
る
総
合
的
な
成
果
を
出
す
こ
と
を

目

指

す

。

(

深

瀬

忠

一

)
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